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[Microtropis japonica Hallier f.] 、アワブキ科ヤンバルアワブキ [Meliosma pinnata 











ール可溶画分から化合物 20 種 (1-20) を、酢酸
エチル可溶画分から化合物 6 種 (21-26) を得た。 
1-2. 化合物の構造解析 




より既知芳香族誘導体 (19, 20) を同定した。一
方、酢酸エチル可溶画分からは 1 種の新規





























Compound 2、3は NMRスペクトル等を解析した結果、compound 1と共通の
平面構造であり、アグリコンがそれぞれ立体異性体の関係であると決定した。
Compound 2、3 のアグリコン部の絶対立体配置を検討するためにアグリコンで
ある 3-hydroxy-2-methylbutanenitrile を合成し、その 13C、1H 両 NMR スペクトル
を compound 2、3のそれと比較することで、メチル基の相対配置を syn体と決定
した。Glucosylation-induced shift-trend ruleを適用した結果、それぞれのアグリコ
ン部の絶対立体配置について、compound 2は 2R、3R、compound 3は 2S、3Sで
あると決定した。また、アシル構造部分の絶対立体配置については compound 1
と compound 2、3の 13C、1H両 NMRスペクトルにおけるケミカルシフトがよく






精製を行い、化合物 13 種 (27-39) を得た。NMR スペクトルを中心とした解析
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Fig. 2 H-H COSY and HMBC  
Correlations of Compound 1 
